
２　下水道事業会計

〔概要〕

〔収益的収支〕

下水道使用料

職員給与費
615,320千円

平成２６年度の下水道事業の運営については、快適な生活環境の確保、公共用水域の水質保全及び

雨水浸水被害の軽減を図るため、施設の維持管理及び計画的かつ効率的な施設整備等を実施しまし

た。 

主な事業としては、東部浄化センター分流水処理施設（土木）工事、参宮通り合流幹線(改築)工事、中

川 15 号雨水幹線工事、厚南 1-3 号・厚南 1-3-1 号汚水幹線工事等を実施しました。 

汚水処理状況については、汚水整備戸数が 218 戸（前年度比 62.3％）で、普及率は 80.3％となり、年

間総処理水量は 20,684,213 ㎥（前年度比 98.8％）で、有収水量は 12,501,096 ㎥（前年度比 98.4％）と 

なりました。 

経営成績については、事業収益は 5,837,667 千円に、事業費用は 5,394,574 千円となり、収支差引の

結果、当年度純利益は 443,093 千円に、また、当年度未処分利益剰余金は 536,259 千円となりました。 

一方、資本的収支については、収入 3,503,126 千円（翌年度繰越工事財源 453,431 千円を除く）、支 

出 5,512,516 千円となり、差引不足額は、2,009,390 千円となりましたが、これは、当年度分消費税及び 

地方消費税資本的収支調整額 87,643 千円、繰越工事資金 152,006 千円、減債積立金 92,448 千円及 

び当年度分損益勘定留保資金 1,677,293 千円で補てんしました。 

〔資本的収支〕
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34,439千円
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1,945,243千円
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雨水処理負担金
804,605千円
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当年度純利益
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その他支出
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支払利息
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減価償却費
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収入 支出

不足額は、損益勘定
留保資金などで補て

ん
2,009,390千円

その他収入
66,770千円

補助金
1,600,369千円

一般会計出資金
400,532千円

企業債
1,435,455千円

企業債償還金
2,030,128千円

建設改良費
3,482,388千円

収入 支出
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